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研究成果の概要（和文）：本研究は，高等教育機関での教員養成課程における「インクルーシブ教育学」という
新しい分野のカリキュラムを開発することを目的として，高等教育機関の教員養成課程において，未開である
「インクルーシブ教育学」について，授業の事例研究を行い，教師の継続的専門性開発の理論研究の枠組みから
の分析と検討を行った。本研究の独自性と創造性として，「インクルーシブ教育学」という新たな分野の流布と
教員養成課程におけるカリキュラム開発を掲げた。その開発においては『継続的専門性開発』のアプローチによ
り，カリキュラム開発を行い，テキストの開発とその効果測定を行った。成果を学会等で発表した。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to develop a curriculum for the emerging field of "
Inclusive Education" within teacher training programs at higher education institutions. To 
accomplish this, the study conducted case studies of classroom practices and analyzed and examined 
the framework of Continuing Professional Development (CPD) for teachers based on theoretical 
research. The research aimed to promote the dissemination of the new field of "Inclusive Education" 
and curriculum development within teacher training programs, emphasizing its uniqueness and 
creativity. The curriculum development was carried out using an approach of CPD, and the study also 
developed instructional materials and evaluated their effectiveness. The findings were presented at 
academic conferences and other scholarly events.

研究分野：教育学
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イエンス　インクルージョン

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
「インクルーシブ教育学」は，実践に基づくため，教育課程の中での授業デザイン，指導法といった教師の専門
性が問われる。「インクルーシブ教育学」は，人権・経済・障害・環境の４つのインクルージョンの局面から，
これまで排斥されてきた人々を万人のための教育として，一人ひとりの幸福度を高めるための教育実践が必要と
された。また,教師の専門性開発のための方法論である継続的専門性開発の方法論を用いることにより,カリキュ
ラムに基づく教授法や学習方略に焦点を当て，研究指導を促進し，学生を巻き込むことまでも目指した高等教育
セクターにおける専門性開発の理論として本研究では，その成果を発表できた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 

１．研究開始当初の背景 

(1) 我が国のインクルーシブ教育が障害児教育のみに偏重していることへの危惧 

我が国においては「インクルーシブ教育が特別支援教育である」という偏

重した概念を早期に払拭し，全ての子どもたちを包摂する「インクルーシブ

教育学」の流布と多様性社会に向けた教育実践とカリキュラム研究を行うこ

とが急務であった。 

「インクルーシブ教育学」という新たな学問分野については，これまで英国

を研究フィールドにして多様性社会におけるインクルージョンへの視座をテ

ーマに２つのプロジェクトを掲げてきた。一つは，2017年から海外大学連携

による多様性社会における新しい学問分野である「インクルーシブ教育学」

に関する理論研究を行い，現況を明らかにした。二つは，「インクルーシブ

教育学」における実践研究を高等教育機関における教師の継続的専門性開発

研究として行ってきた。近年ではカリキュラム開発に比重を置いて進めてい

る。  

(2) 教員養成課程で活用する「インクルーシブ教育学」テキスト開発の効果測定への課題 

 多様性社会での教育に対応するカリキュラムの開発に向けては，その背景

にあるインクルーシブ社会やインクルージョンなどの基礎的概念の理解が必

要であるにも関わらず，現在適したテキストがないことが最も大きな課題で

ある。そこで，『インクルージョンとは何か？多様性社会での教育を考え

る』（2019, 日本標準発行）を刊行し，インクルーシブ教育学についての

理論の紹介など，教員養成課程で活用するテキストの開発を行った。しか

し，効果測定には至っていない課題があった。 

 

２．研究の目的 

教員養成課程におけるインクルーシブ教育学のカリキュラムづくり 

本研究は，高等教育機関での教員養成課程における「インクルーシブ教育

学」という新しい分野のカリキュラムを開発することを目的として，高等教

育機関の教員養成課程において，未開である「インクルーシブ教育学」につ

いて，授業の事例研究を行い，教師の継続的専門性開発の理論研究の枠組み

からの分析と検討を行う。 

本研究の独自性と創造性は，「インクルーシブ教育学」という新たな分野

の流布と教員養成課程におけるカリキュラム開発である。その開発において

は以下の２項目をあげる。 

 

項目１：インクルーシブ教育学と『専門性指標』 

 高度で実践的な教師の専門性開発について，海外の高等教育が取り組む

SoTL概念にある教授法・事例研究・理論と実践の統合・実践への応用の４要

素を，インクルーシブ教育学に位置づける。 

 

項目２：『継続的専門性開発』のアプローチ 



カリキュラム開発の具現化は，継続的専門性開発の８つのアプローチ（ケ

ーススタディ，コンサルテーション，コーチング，実践のコミュニティ，レ

ッスンスタディ，メンタリング，監督指導，テクニカルアシスタンス）の方

法を,カリキュラムの中に位置づける。つまり，座学だけでない実践演習な

どが想定される。 

 

３．研究の方法 
本研究は，第１段階から第４段階のフェーズをふみ，具体的な方法は図解に示す。 
第１段階：質問紙調査によるインクルーシブ教育学のニーズを明らかにする 
第２段階：カリキュラムのプロトタイプと評価方法の試作開発をおこなう 
第３段階：開発したプロトタイプを機能分析によって改善，モデルの開発，評価方法を提案
する 
第４段階：高等教育機関への新カリキュラムのアウトリーチ，最終報告書作成をおこなう 

 

 
４．研究成果 

本研究は，高等教育機関での教員養成課程における「インクルーシブ

教育学」という新しい分野のカリキュラムを開発することを目的とし

て，高等教育機関の教員養成課程において，未開である「インクルーシ

ブ教育学」について，授業の事例研究を行い，教師の継続的専門性開発

の理論研究の枠組みからの分析と検討を行った。本研究の独自性と創造

性として，「インクルーシブ教育学」という新たな分野の流布と教員養

成課程におけるカリキュラム開発を掲げた。その開発においては一つ

に，インクルーシブ教育学と『専門性指標』づくりを目指した。これ

は，高度で実践的な教師の専門性開発について，海外の高等教育が取り

組むSoTL概念にある教授法・事例研究・理論と実践の統合・実践への応

用の４要素を，「インクルーシブ教育学」に位置づけるためのものであ

った。二つは，『継続的専門性開発』のアプローチにより，カリキュラ

ム開発を目指した。カリキュラム開発の具現化は，継続的専門性開発の

８つのアプローチ（ケーススタディ，コンサルテーション，コーチン

グ，実践のコミュニティ，レッスンスタディ，メンタリング，監督指

導，テクニカルアシスタンス）の方法を,カリキュラムの中に位置づけ，

座学だけでない実践演習などを行った。このうち，特に二つ目の『継続

的専門性開発』のアプローチにより，カリキュラム開発を行い，テキス

トの開発とその効果測定を行った。成果を学会等で発表した。 
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